
⼀級ボイラー技⼠試験 Ａ
（平成14年1⽉〜平成14年6⽉ 実施分）

問１ （ボイラーの構造に関する知識）

 各種ボイラーの特徴に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）廃熱ボイラーは、⾼温の廃ガスの熱を利⽤して蒸気を発⽣させるもの
  である。
（２）特殊熱媒ボイラーは、200〜400℃程度の⾼温で加熱、蒸留、乾燥な
ど
  の操作を必要とする⼯場において、圧⼒に対し飽和温度の⾼い有機熱媒
  を熱源として利⽤する場合に⽤いられる。
（３）⽴てボイラーは、発⽣蒸気中に含まれる⽔分が多くなりやすい。
（４）直管式⽔管ボイラーの利点の⼀つは、ほとんどの⽔管をドラムの中⼼
  に向けて真っすぐに取り付けることができる点である。
（５）貫流ボイラーは、⾼圧ボイラーに適し、かつ、全体をコンパクトな構
  造にすることができる。

問２  鋳鉄製ボイラーの特徴に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

（１）伝熱⾯積の割に据付⾯積が⼩さい。
（２）蒸気ボイラーの場合は、使⽤圧⼒が０.２ＭPa{２kgf/cm2}までに限
ら
  れる。
（３）鋼製に⽐べて腐⾷に強い。
（４）蒸気ボイラーの給⽔管は、返り管（戻り管）に取り付ける。
（５）セクションの数は２０程度まで、伝熱⾯積は５０ｍ2程度までが普通
  である。

問３  ⽔管ボイラーの特徴等に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

（１）負荷変動により圧⼒、⽔位が変動しやすいので、きめ細い調整を必要
  とする。
（２）燃焼室を⾃由な⼤きさに作ることができるので、燃焼が良好で、ま
た、
  種々の燃料並びに燃焼⽅式に対して適応できる。
（３）伝熱⾯積当たりの保有⽔量が少ないので、起動から所要蒸気を発⽣す
  るまでの時間が短い。
（４）直管式⽔管ボイラーの利点は、⽔管の内部の掃除や検査、管の取替え
  が容易なことである。



（５）曲管式の中圧ボイラーには、⽔ドラムのない１胴のものから蒸気ドラ
  ム及び⽔ドラム各１個の２胴形のもの、３胴形のものまであるが、３胴
  形のものが多く利⽤されている。

問４  給⽔装置等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）給⽔弁と給⽔逆⽌め弁をボイラーに取り付ける場合には、逆⽌め弁を
  ボイラーに近い側に取り付ける。
（２）遠⼼ポンプは、案内⽻根の有無によってディフューザポンプと渦巻き
  ポンプに分類される。
（３）多段ディフューザポンプには、ポンプ吐出量が減少しすぎた場合、ポ
  ンプが過熱するおそれがあるため、過熱防⽌装置を取り付ける必要があ
  る。
（４）温⽔暖房ボイラーでは、⼀般的に温⽔循環ポンプを⽤いて強制循環⽅
  式とすることが多い。
（５）給⽔内管の取付け位置が⾼すぎると、⽔⾯が低下したとき蒸気部に内
  管が露出し、給⽔時にウォータハンマを起こすおそれがある。

問５  ボイラーの主蒸気弁に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）弁箱には、低圧で⼩⼝径の場合は⻘銅（砲⾦）が、低圧で⼤⼝径のも
  のには鋳鉄が、⾼圧⽤には鋳鋼がそれぞれ⽤いられる。
（２）仕切弁は、弁を全開すると蒸気は直線状に流れるので、抵抗が⾮常に
  少ない。
（３）⾼圧⾼温の弁は、弁体と弁座との間に⼤きな⼒が加わり開閉が困難に
  なる。そのため、バイパスバルブを設け弁の開閉操作を容易にしている
  ものもある。
（４）⽟形弁は、その構造上、⾼圧で⼤⼝径⽤に特に適している。
（５）アングル弁は、蒸気の⼊⼝の軸と出⼝の軸が直交している。

問６  熱及び蒸気に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⽐熱の⼩さい物体は、⽐熱の⼤きい物体より同じ熱量を加えたときの
  温度の上がりかたが⼤きい。
（２）熱と仕事は共にエネルギーの⼀種で、熱を仕事に変えることも、仕事
  を熱に変えることもできる。
（３）気体の⽐熱は、液体及び固体の⽐熱と異なり、定圧⽐熱と定容⽐熱の
  ⼆つの表し⽅があり、定容⽐熱は定圧⽐熱よりも⼤きい。
（４）ある量の蒸気の全体積を求めるには、その蒸気の条件に応じた⽐体積
  に蒸気の質量（kg）を乗じて算出する。
（５）⽔の⽐熱は、４.１８７kＪ/(kg･Ｋ){１kcal/(kg･℃)}である。



問７  炭素鋼等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）特殊鋼は、クリープ強さや耐⾷性などを改善するために、ニッケルな
  どの元素を適当量炭素鋼に添加した鋼材である。
（２）鋳鋼は、弁その他形状が複雑で、鋳鉄では強度が不⾜する部品に使⽤
  される。
（３）鋼管は、インゴットから⾼温加⼯や常温加⼯で継⽬のないものが作ら
  れるほか、帯鋼から電気抵抗溶接によっても作られる。
（４）鋳鉄は、溶融点が低く流動性がよいので、複雑な形状のものを作るこ
  とができる。
（５）鍛鋼の機械的性質は、圧延鋼材に⽐して著しく劣る。

問８  ボイラーの附属品及び附属装置に関する次の記述のうち、誤っている
もの
はどれか。

（１）スチームアキュムレータは、余分の蒸気を蒸気のまま蓄えるもので、
  変圧式と定圧式の２種類がある。
（２）給⽔加熱器は、蒸気を使⽤するものと排熱を利⽤するものとがあり、
  給⽔を予熱する装置である。
（３）過熱器は、⼀般にはボイラーに附属して、その煙道中に設置される間
  接燃焼式のものが多く⽤いられている。
（４）蒸気トラップは、蒸気使⽤設備中にたまった復⽔を⾃動的に排出する
  装置である。
（５）平形反射式⽔⾯計は、ガラスの裏⾯に三⾓⻭形の溝を刻み、⽔部と蒸
  気部を⾒分けやすくしたものである。

問９  圧⼒計に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）圧⼒計は、胴⼜は気⽔ドラムの⼀番⾼い位置に取り付けるのが原則で
  あり、⼀般にはブルドン管式のものが使⽤される。
（２）圧⼒計を胴に直接取り付けると、蒸気がブルドン管に⼊り熱せられ温
  度が⾼くなり狂うおそれがあるので、普通サイホン管を胴と圧⼒計との
  間に取り付け、その中に⽔を⼊れてブルドン管に蒸気や⾼温の⽔が直接
  ⼊らないようにする。
（３）ブルドン管は、断⾯が真円形の管を円弧状に曲げ、その⼀端を固定し
  他端を閉じ、その先に⻭付扇形⽚をかみ合わせ圧⼒を⽰す構造となって
  いる。
（４）圧⼒計を取り付ける場合は、垂直に取り付け、圧⼒計のすぐ下にコッ
  クを取り付ける。
（５）コックは、ハンドルが管軸と同⼀⽅向になった場合に開くようにして
  おかなければならない。



問１０  ⾃動制御に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）ボイラーの⾃動制御の⽬的の⼀つは、安定した蒸気や温⽔を経済的に
  得られるようにするためである。
（２）⽐例動作は、制御偏差に⽐例して操作量を増減するもので、オフセッ
  トが⽣じない動作である。
（３）フィードバック制御の⾃動制御装置は、設定部、検出部、調節部及び
  操作部からなっている。
（４）⽐例動作において⽐例帯の幅を⼩さくすると⽐例感度は⾼くなるが、
  余り⼩さく設定するとオン・オフ動作に近くなる。
（５）オン・オフ動作による制御は、⽐較的⼩容量のボイラーの圧⼒、温
度、
  ⽔位などの制御に⽤いられており、最も⼀般的な⽅式である。 

問１１ （ボイラーの取扱いに関する知識）

 ボイラーの点⽕前の点検、準備に関する次の記述のうち、誤っているもの
はどれか。

（１）⽔⾯計の⽔位が標準⽔位より⾼いことを確認し、低いときは給⽔を⾏
  う。
（２）ボイラー⽔の吹出しを⾏い、吹出しコック、吹出し弁の機能の良否を
  点検し、異常がなければ漏れのないよう確実に閉⽌しておく。
（３）給⽔タンク内の⽔量を点検し、⼗分な量であることを確認する。ま
た、
  給⽔管路の弁が確実に開いていること及び給⽔装置の機能が正常である
  ことを確認する。
（４）煙道の各ダンパを全開して、炉内及び煙道内の換気を⾏う。通⾵機が
  ある場合には、これを運転して換気する。
（５）油加熱器の蒸気側のドレンを抜くとともに、油やさびが混⼊していな
  いかを確める。

問１２  ボイラーの圧⼒上昇時の留意事項に関する次の記述のうち、誤って
いるも
のはどれか。

（１）ボイラー⽔の温度が徐々に上昇し、ボイラー内部に蒸気が発⽣すると
  蒸気圧⼒がしだいに⾼まってくるが、このときがボイラーの取扱い中、
  特に注意を要する時期である。
（２）圧⼒計の指針の動きを注視し、圧⼒の上昇度合いに応じて燃焼を加減
  する。
（３）⽔⾯計、吹出し弁、その他附属品の取付部及びふた取付部などに漏れ



  がないかどうか点検し、漏れのある箇所は軽く増し締めなどの措置を⾏
  う。
（４）整備した直後に使⽤を開始するボイラーは、マンホール、掃除⽳など
  のふた取付部を漏れの有無にかかわらず増し締めする。
（５）通気式の過熱器は、⼊⼝管寄せ及び中間管寄せの空気抜き弁、ドレン
  弁を⼗分に開放しておき、出⼝管寄せのドレン弁をわずかに開いたまま
  過熱器内に蒸気を流通させる。

問１３  ⽔⾯測定装置の取扱いなどに関する次の記述のうち、誤っているも
のはど
れか。

（１）フォーミングを⽣じたときは、⽔⾯計の機能試験を⾏う。
（２）差圧式の遠⽅⽔⾯計では、途中に漏れがあると著しい誤差を⽣ずるの
  で、漏れを完全に防⽌する。
（３）⽔柱連絡管の⽔側連絡管は、⽔柱管に向かって下がりこう配に取り付
  ける。
（４）ガラス管の上下のコックのパッキン押さえ⽤ナットの締めすぎは、⽔
  ⾯計ガラス破損の原因となる。
（５）⽔⾯計の機能試験は、毎⽇⾏い、たき始めで圧⼒がない場合は蒸気の
  圧⼒が上がり始めたときに⾏う。

問１４  吹出しに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）吹出しを⾏っている間は、他の作業を⾏ってはならない。もし、他の
  作業を⾏う必要が⽣じたときは、吹出し作業をいったん中⽌してから⾏
  う。
（２）吹出し弁⼜はコックを操作する者が⽔⾯計の⽔位を直接⾒ることがで
  きない場合には、⽔⾯計の監視者と共同で合図しながら吹出しを⾏う。
（３）⽔冷壁の吹出しは、ボイラーの燃焼中に⾏ってはならない。もし、吹
  出しを⾏う必要があるときは、燃焼を⼀時中⽌して⾏う。
（４）直列に２個の弁やコックが設けられているものを閉じる場合は、ボイ
  ラーに近いほうに設けられている弁やコックを先に操作する。
（５）鋳鉄製ボイラーは、運転中にブローを⾏ってはならないが、ボイラー
  ⽔の⼀部を⼊れ替える場合には、燃焼をしばらく停⽌するときに⾏う。

問１５  ボイラーの乾燥保存法に関する次の記述のうち、誤っているものは
どれか。

（１）ボイラー⽔を全部排出して内外⾯をよく清掃し、燃料を軽くたいて完
  全に乾燥する。
（２）本体外⾯は、ワイヤブラシで清掃したのち、グリースなどを塗布して



  おくとよい。
（３）ボイラー内に蒸気や⽔が浸⼊しないよう、蒸気管、給⽔管には、遮閉
  板を挟むなどにより確実に外部との連絡を断つ。
（４）れんが積みが特に湿気を帯びやすい場合は、ときどき軽く薪をたいて
  乾燥する。
（５）マンホール、その他附属品などの取付け部は、開放し⾵通しのよい状
  態にしておく。

問１６  蒸発量が１⽇２０ｔであるボイラーについて、ブローを⾏う場合の
ブロー
量の近似値は次のうちどれか。
 ただし、給⽔中の塩化物イオン濃度は１５mg/リットル、ボイラー⽔の塩
化物イオンの許容濃度は５００mg/リットルとする。

（１） ６０kg/⽇
（２） ６７kg/⽇
（３）６００kg/⽇
（４）６７０kg/⽇
（５）９１０kg/⽇

問１７  プライミングやフォーミングに関する次の記述のうち、正しいもの
はどれ
か。

（１）プライミングやフォーミングが起きても、⽔⾯計にはその現象が現れ
  ないので危険である。
（２）フォーミングが起きた場合は、ボイラー⽔を⼀部排⽔したり、新しい
  ⽔を送ったりしてはならない。
（３）フォーミングが起きた場合は、主蒸気弁を⼤きく開いてボイラー内の
  あわだちを早く無くすようにする。
（４）プライミングやフォーミングが起きると過熱器の蒸気温度が急に低下
  する。
（５）プライミングが発⽣した場合は、急いで⽔⾯を上げることにより防⽌
  できる。

問１８  給⽔中のきょう雑物（懸濁質）を除去するボイラー外処理⽅法に関
する次
の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）沈静法は、⽔を滞留させて浮遊物を静かに沈殿させる⽅法で、⼤容量
  の池⼜は⼀連の⽔タンクが⽤いられる。
（２）凝集法は、沈静法の前処理として広く採⽤される。



（３）凝集法に⽤いる凝集剤としては、⼀般に硫酸アルミニウムが⽤いられ
  る。
（４）ろ過法は、純⽔装置、軟⽔装置の前処理に⽤いられる。
（５）ろ過法で⽤いるろ過器には、緩速ろ過器と急速ろ過器とがある。

問１９  ボイラーの劣化損傷に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。

（１）ガセットステーを取り付ける⼭形鋼の隅の部分には、グルービングが
  発⽣しやすい。
（２）異種⾦属が電解質物質を含むボイラー⽔中で接する場合に電気的に⽣
  じる腐⾷を電⾷という。
（３）ボイラー⽔に塩化マグネシウム（MgCl２)を含む場合などにおいて
は、
  ⽕炎が激しく当たる部分に全⾯腐⾷が起こることがある。
（４）炉筒や⽕室のような円筒の部分が、外側からの圧⼒に耐えられずに押
  しつぶされる現象を膨出（バルジ）という。
（５）炉筒フランジ根元の丸み部には、クラックが発⽣しやすい。

問２０  アルカリ洗浄（ソーダ煮）に関する次の記述のうち、誤っているも
のはど
れか。

（１）ボイラー内⾯に付着、残留している油脂及びペンキ類などを除去する
  ために、アルカリ剤を⽤いて煮沸することをアルカリ洗浄という。
（２）薬剤の⼊った軟化⽔でボイラーを満⽔にした後、バーナを点⽕する。
（３）薬剤には、炭酸ナトリウム(Ｎa２ＣＯ３)、⽔酸化ナトリウム(ＮaＯ
Ｈ)、
  亜硫酸ナトリウム(Ｎa２ＳＯ３)、アンモニア(ＮＨ３)などがあり、これ
ら
  を単独⼜は混合して⽤いる。
（４）つり下げ形過熱器のように排⽔のできない構造のものは、通常、アル
  カリ洗浄を⾏わない。
（５）アルカリ洗浄の後は、残留アルカリ液を除くため、清⽔で⼗分に⽔洗
  いする必要がある。

（終り）

⼀級ボイラー技⼠試験 B
問１ （燃料及び燃焼に関する知識）

 燃焼に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。



（１）液体燃料に⼩⽕炎を近づけると，瞬間的に光を放って燃え始める最低
  の温度を引⽕点という。
（２）⾼発熱量とは、⽔蒸気の凝縮熱を含まない発熱量で真発熱量ともい
う。
（３）固体燃料と液体燃料の発熱量は、断熱熱量計により測定する。
（４）着⽕温度（⼜は発⽕温度）とは、燃料が引⽕や点⽕しないのに⾃然に
  燃え始める最低の温度をいう。
（５）⾼発熱量と低発熱量との差は、燃料に含まれる⽔素及び⽔分によって
  決まる。

問２  重油の添加剤に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）流動点降下剤は、重油の流動点を降下させ低温度における流動性を増
  進させる。
（２）スラッジ分散剤は、分離沈殿するスラッジを溶解し⼜は表⾯活性作⽤
  により分散させる。
（３）⽔分分離剤は、油中にエマルジョン（乳化）状に存在する⽔分を凝集
  し沈降分離する。
（４）⾼温腐⾷防⽌剤は、燃焼ガス中の無⽔硫酸と反応して⾮腐⾷性物質に
  変え腐⾷を防⽌する。
（５）燃焼促進剤は、触媒作⽤によって燃焼を促進し、ばい煙の発⽣を抑制
  する。

問３  ３５℃の重油の容積が１００リットルと計測されたが、標準温度にお
ける
重油の容積として、正しいものは次のうちどれか。
 ただし、重油の体膨張係数を０.０００７／℃とし、答は⼩数点第２位を
四捨五⼊するものとする。

（１）９７.６リットル
（２）９８.２リットル
（３）９８.６リットル
（４）９８.８リットル
（５）９９.２リットル

問４  次の性能のボイラーに使⽤された燃料（重油）の低発熱量の近似値は
(1)
〜(5)のうちどれか。

┌──────┬──────────────┐ 
│項  ⽬     │       性  能         │ 
├──────┼──────────────┤ 



│蒸 発 量    │ ５０００kg/h                │ 
├──────┼──────────────┤ 
│発⽣蒸気の  │                     │ 
│          │２７８０kJ/kg{６６４kcal/kg}      │ 
│⽐エンタルピ │                     │ 
├──────┼──────────────┤ 
│給⽔温度   │ ２４℃                 │ 
├──────┼──────────────┤ 
│ ボイラー効率 │ ８３％                 │ 
├──────┼──────────────┤ 
│燃料消費量  │ ３９３kg/h                │ 
└──────┴──────────────┘

（１）３８７９０kJ/kg{ ９２６４kcal/kg}
（２）３９０００kJ/kg{ ９３１５kcal/kg}
（３）４０７３０kJ/kg{ ９７２８kcal/kg}
（４）４１０８０kJ/kg{ ９８１１kcal/kg}
（５）４３９６３kJ/kg{１０５００kcal/kg}

問５  燃焼室炉壁に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）れんが壁には、耐⽕れんがの外側に断熱れんがを積み、その外側を断
  熱材と薄鋼板で被覆したものがある。
（２）裸⽔冷壁は、耐⽕れんが壁の内部に裸の⽔冷壁管を挿⼊したもので、
  構造が複雑である。
（３）メンブレンウォールは、⽔冷壁管と⽔冷壁管との間に帯状鋼板を挿⼊
  し両⽔冷壁管に溶接で取り付け、１枚のパネル状にしたものである。
（４）空冷れんが壁は、れんが壁を⼆重にし、その間に空気を通して冷却す
  るもので、暖まった冷却⽤空気を燃焼⽤に利⽤することができる。
（５）不定形耐⽕壁は、れんがの代わりにキャスタブル耐⽕材⼜はプラスチ
  ック耐⽕材を現場で練り炉壁を形成するものである。

問６  気体燃料に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⽯油類の分解によって得られるガスを総称して油ガスといい、都市ガ
  ス⽤として⾼い⽐重を占めている。
（２）⽯炭を１０００℃内外の温度で乾留して得られるガスを⽯炭ガスとい
  う。
（３）製鉄所の⾼炉から発⽣する⾼炉ガスの発熱量は、液化⽯油ガス（ＬＰ
  Ｇ）のそれに⽐べ相当低い。
（４）液化⽯油ガスは、圧⼒を加えても常温では容易に液化しない。
（５）都市ガスはガスの種類が多く、それぞれ組成及び燃焼性が異なる。



問７  重油燃焼装置に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（１）⾼圧気流噴霧式油バーナは、噴霧粒が細かく、粗悪油でも霧化するこ
  とができるが、噴油量調節の範囲が狭い。
（２）ロータリーバーナは、霧化が良好で霧化媒体の消費量が少ないという
  ⻑所があるため、⼩形ボイラーから⼤容量ボイラーまで広く⽤いられて
  いる。
（３）油圧噴霧式油バーナの霧化媒体は、蒸気⼜は空気であり、その圧⼒は
  ０.３〜０.４ＭPa{３〜４kgf/cm2}となっている。
（４）油加熱器によるＡ重油の加熱温度は、Ｃ重油の加熱温度より⾼くしな
  ければならない。
（５）ガンタイプバーナは、ファンと圧⼒噴霧式油バーナとを組合せたもの
  である。

問８  窒素酸化物（ＮＯx）の発⽣抑制対策として､誤っているものは次の
うちど
れか。

（１）燃焼ガス中の酸素濃度を⾼くしてＮＯxの濃度を低くする。
（２）⾼温燃焼域における燃焼ガスの滞留時間を短くする。
（３）燃焼温度を低くし、特に局所的⾼温域を避ける。
（４）低窒素燃料を使⽤する。
（５）燃焼⽅法の改善策としては、⼆段燃焼⼜は濃淡燃焼などがある。

問９  通⾵⽅式に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）⼈⼯通⾵は、押込みファン、誘引ファンなどを使⽤するので、煙道通
  ⾵抵抗の制限を受けることが少なく、⼤型ボイラーから⼩型ボイラーま
  で広く⽤いられる。
（２）押込み通⾵⽅式は、不必要な空気の炉内への浸⼊が少なくなり、ボイ
  ラー効率は向上する。
（３）直接誘引通⾵⽅式では、ファンが焼損したり、腐⾷したり、摩耗した
  りしやすい。
（４）平衡通⾵⽅式は、他の通⾵⽅式よりも動⼒が少なくてすむ。
（５）間接誘引通⾵⽅式は、直接式に⽐べて、約２倍の動⼒を必要とする。

問１０  ガスバーナに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）ガスバーナは、拡散形と予混合形に分けられる。
（２）拡散形バーナは、ガスと空気を別々に噴出し、拡散混合しながら燃焼
  させるバーナである。



（３）拡散形バーナは、燃料噴出ノズルの形式によってガンタイプ、リング
  タイプ、アニュラータイプ等に分類される。
（４）拡散形バーナは操作範囲が狭く、逆⽕の危険性が⾼い。
（５）予混合形バーナには、完全予混合形と部分予混合形とがあるが、ガス
  と燃焼⽤空気とを燃焼するまえに混合する必要があるので、混合器を設
  けなければならない。

問１１ （ 関 係 法 令 ）

 次の⽂中の（   ）内に⼊れるＡ〜Ｄの⽤語と数字の組合せとして、法
令上、正しいものは(1)〜(5)のうちどれか。

 「ガラス⽔⾯計でない⽔⾯測定装置として験⽔コックを設ける場合には、
ガラス⽔⾯計のガラス管取付位置と同等の⾼さの範囲において（ Ａ ）個
以上取り付けなければならない。ただし（ Ｂ ）以下で、かつ、伝熱⾯積
が（ Ｃ ）ｍ2未満の蒸気ボイラーにあっては、その数を（ Ｄ ）個と
することができる。」

   Ａ         Ｂ         Ｃ  Ｄ
（１）２ 最⾼使⽤圧⼒が0.5ＭPa{5kgf/cm2}  ８ １
（２）３ 胴の内径が７５０mm        １０ ２
（３）２ 最⾼使⽤圧⼒が1ＭPa{10kgf/cm2}   ６ １
（４）３ 胴の内径が５００mm        １２ ２
（５）２ 最⾼使⽤圧⼒が0.8ＭPa{8kgf/cm2} １４ １

問１２  最⾼使⽤圧⼒１.５ＭPa｛１５kgf/cm2｝、伝熱⾯積が９７ｍ2の
⽔管ボイ
ラーの⽔⾯測定装置に関する次の説明のうち、法令上、誤っているものはど
れか。

（１）平形反射式ガラス⽔⾯計を２個⽔柱管に取り付けた。
（２）⽔⾯計のガラス管の最下端が、安全低⽔⾯の位置を⽰すように取り付
  けた。
（３）⽔柱管とボイラー本体とを結ぶ蒸気側連絡管を⽔柱管に取り付ける⼝
  は、⽔⾯計で⾒ることができる最⾼⽔位より下とした。
（４）ガラス⽔⾯計は、随時、掃除及び点検を⾏うことができる構造とし
た。
（５）⽔柱管には、呼び径２０Ａの鋳鉄製の吹出し管を取り付けた。

問１３  ボイラーの定期⾃主検査に関する次の記述のうち、法令上、誤って
いるも
のはどれか。



（１）定期⾃主検査はボイラーの使⽤を開始した後、１⽉以内ごとに１回定
  期に⾏う。
（２）ボイラーを１⽉を超える期間使⽤しない場合、その期間は定期⾃主検
  査を実施する必要はない。
（３）定期⾃主検査は、その結果を記録し、３年間保存しなければならな
い。
（４）１⽉を超える期間使⽤しないボイラーを再び使⽤しようとするとき
は、
  定期⾃主検査を⾏わなければならない。
（５）定期⾃主検査の項⽬に定められているのは、ボイラー本体、安全弁、
  燃焼装置及び⾃動制御装置の４項⽬である。

問１４  ボイラーの廃⽌に関する次の記述のうち、法令上、正しいものはど
れか。

（１）移動式ボイラーを廃⽌するときは、所轄都道府県労働局⻑の許可を受
  けなければならない。
（２）ボイラーの廃⽌の時期がきまっていれば、その時期まで有効期間を延
  ⻑することができる。
（３）廃⽌したボイラーを再び使⽤するときは、所轄労働基準監督署⻑が⾏
  う使⽤検査を受けなければならない。
（４）ボイラーを廃⽌したときは、ボイラー検査証（移動式ボイラーのボイ
  ラー検査証を除く。）を所轄労働基準監督署⻑に返還しなければならな
  い。
（５）ボイラーは、所轄労働基準監督署⻑の許可がなければ廃⽌することは
  できない。

問１５  ボイラー室に関する次の記述のうち、法令上、誤っているものはど
れか。

（１）ボイラー設置場所に障壁を設けないで重油を貯蔵する場合、原則とし
  て、そのタンクをボイラーの外側から１.２ｍ離しておけばよい。
（２）安全弁、その他の附属品の検査及び取扱いに⽀障がなければ、ボイラ
  ーの最上部とその上にある配管との距離は０.８ｍでもよい。
（３）胴の内径が５００mmで、その⻑さが９５０mmの⽴てボイラーとそ
の側
  部にある構造物（検査及び掃除に⽀障のないものを除く。)との距離
は、
  ０.３５ｍでもよい。
（４）ボイラーに附設された⾦属製の煙突の外側から０.１３ｍのところに
  ある可燃性の物は、原則として⾦属以外の不燃性の材料で被覆しなけれ
  ばならない。



（５）ボイラー室には⽔⾯計のガラス管、ガスケット、その他の必要な予備
  品及び修繕⽤⼯具類を備えなければならない。

問１６  法令上、伝熱⾯積の算定⽅法として正しいものは次のうちどれか。

（１）横煙管ボイラーの煙管の伝熱⾯積は、外径側で測る。
（２）⽴て横管式ボイラーの横管の伝熱⾯積は、内径側で測る。
（３）⽴て煙管式ボイラーの煙管の伝熱⾯積は、外径側で測る。
（４）ひれつき⽔管のひれの部分は伝熱⾯積に算⼊しない。
（５）⽔管ボイラーの⽔管の伝熱⾯積は、外径側で測る。

問１７  ボイラー技⼠免許に関する次の記述のうち、法令上、誤っているも
のはど
れか。

（１）免許証を損傷したときは、住所を管轄する労働基準監督署⻑に再交付
  申請をする。
（２）本籍⼜は⽒名を変更したときは、免許証の書替えを受けなければなら
  ない。
（３）免許証を他⼈に貸与したときは、免許を取り消されることがある。
（４）満１８歳以上の者でないと、免許を受けることができない。
（５）ボイラー取扱いについて、重⼤な過失により重⼤事故を起こしたとき
  は、免許の取消し⼜は免許の効⼒停⽌の処分を受けることがある。

問１８  次の⽂中の（   ）内に⼊れるＡ，Ｂ，Ｃの数字の組合せとし
て、法令
上、正しいものは(1)〜(5)のうちどれか。

 「蒸気ボイラーの安全弁の呼び径は（ Ａ ）mm以上としなければなら
な
いが、最⾼使⽤圧⼒（ Ｂ ）ＭPa{（ Ｂ' ）kgf/cm2｝以下の蒸気ボイ
ラーで胴の内径が５００mm以下であり、かつ、その⻑さが１０００mm以
下の
ものは、その呼び径を（ Ｃ ）mm以上とすることができる。」

    Ａ     Ｂ    Ｂ'   Ｃ
（１）２０   ０.３   ３   １５
（２）２０   ０.４   ４   １５
（３）２５   ０.４   ４   ２０
（４）２５   ０.５   ５   ２０
（５）２５   ０.５   ５   ２２



問１９  鋳鉄製ボイラーに関する次の記述のうち、法令上、誤っているもの
はどれ
か。

（１）ボイラーの構造は、組合せ式としなければならない。
（２）圧⼒０.５ＭPa{⽔頭圧５０ｍ}を超えて使⽤する温⽔ボイラーは、鋳
  鉄製とすることができない。
（３）温⽔ボイラーには、ボイラーの出⼝付近における温⽔の温度を表⽰す
  る温度計を取り付けなければならない。
（４）蒸気ボイラーの圧⼒計は、圧⼒計の位置が床⾯から２.５ｍの⾼さに
  あるものについては、⽬盛盤の径を６０mmとすることができる。
（５）安全弁の呼び径は、２０mm以上１２５mm以下としなければならな
い。

問２０  給⽔装置（貫流ボイラーを除く。）に関する次の記述のうち、法令
上、誤
っているものはどれか。

（１）給⽔内管は、取外しができる構造でなければならない。
（２）伝熱⾯積が１０ｍ2を超える蒸気ボイラーの給⽔弁は、その呼び径が
  １５Ａ以上のものとしなければならない。
（３）近接した２以上の蒸気ボイラーを結合して使⽤する場合には、当該結
  合して使⽤する蒸気ボイラーを１つの蒸気ボイラーとみなし給⽔装置を
  取り付けることができる。
（４）給⽔装置の給⽔管には、蒸気ボイラーに近設した位置に原則として給
  ⽔弁及び逆⽌め弁を取り付けなければならない。
（５）蒸気ボイラーであって燃料の供給を遮断してもなおボイラーへの熱供
  給が続くものには、随時単独に最⼤蒸発量以上を給⽔することができる
  給⽔装置を２個備えなければならない。

  （終り）
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